
太平洋スルメイカ漁場調査

担当者漁業謀長田名部政春

技師富永武治

。 赤羽光秋
I 目的

E 

E 

漁期前土り終漁期までのイカの来湯状況，漁場ならびに漁況の推移お土び生物的調査を行い，漁

況予測上必要な基礎資料を得るとともに，調査結果を速報し，本漁業経営の合理化を図る。

調査方法

1. 試 験 船 東奥丸 3 8.3 5屯 D120PS 

2. 乗 手品 員 船長以下 1 4名

3. 調査期間 自昭和 40主f. 6月 5日

宅昭和 40忽 12月 8 B 

4. 調査海域 岩手県尾illi:::'l中~青森県尻矢崎沖

5. 事事、 呉 手動イカ釣機

調査経過

第 1回の調査は 6月5白調査を開始し，夏イカ漁期の調査は 7月 18目までの聞に 13回(うち

日本海 2関)実施した。秋イカ漁期の調査は， 9月 12白から 12月8Sまでおこない，この間の

調査回数は 24回で， 12月 13日より太平洋沿岸定線観測に従事し売。

N 調査結果

1. 夏イカ漁期(第 1回)

初漁期におlナるイカの来滋状況の把握のため，八戸近海土り岩手県尾崎付近まで南下し，漁場

調査，漁勝試験を行ないながら魚群の発見につとめたが， 6月上匂後半~中匂前半の本海域の水

温は，や h低温気味(表面水温 10-11'C)で，漁獲をみると至らなかった。しかし，岩手県

釜石沖では 6月8日，一本釣に土る初漁をみた。本海域の水温は，全般的に前年より低自に経過

し，各層漁期の遅れが目立ち，八戸近海のスルメイカも例年にな〈漁期の遅れを示し， 6月中勾

後半，表面水温が 13 'c台になるに及んで，漸〈初漁がみられた。例年に較べ半月ほどの遅れで，

漁獲量も少なかった。

しかし，初漁期としての本俗的な漁況は， 6月下告了後半からみられるようになり，漁場は鮫角EK

E20浬付近を中心に形成され，操業船も逐次増加の傾向を示し始めた。この時期の表面水温は，

14-16 'Cで，育~句土り 1-3 'Cの昇温となっている。漁況が本絡化した 6 月 2 8日の水温鉛

直分布と 2B前のそれとの聞には，明瞭な差異が認められた。(第 2図)即ち表面水温は 16 'c 

台に昇湿し，黒潮::ft上分探勢力の増勢が現わ;h，一方 20m以深の中，下層では 10 'c以下の親

潮系水が卓越するという良好な漁場構成条件となり，低迷時とは対照的な水温の鉛直分布を示し

ている。この海況の好転に上り，八戸近海のイカ漁況は上向きとなった。

一方，試験船東奥丸は，尻矢崎WNW6湿付近に漁場を変えたととろ， 1人 1時間当り 414尾

の好釣獲を示しこのイカ群の;0議移動経路を明らかにすることに土り，イカの系統群解明上役立

つものと思われた。
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2. 秋イカ漁期{第 5図)

?月 12日土り秋イカを対象に，八戸近海漁場におけるスルメイカの来瀞，離散の状況につい

て調査を行った。 9月白勾，鮫角NE-ENE海域で，一時的な好漁があった外， 1 1月上匂まで

完全な漁切れ期となり， 1 1月下句をピークとして，秋イカの最蒋期が現われた。

漁場付近における表面水温の句変化は， 9月白匂 2O. 2 - 2 1. 6 "C，下匂21. 2-2 1. 6"C，1 0 

月上旬 1 9 - 2 O. 5む，由匂 19 "C，下匂， 8. 1 - 1 8. 8 "C， 1 1月上匂 17 - 1 7. 8 "C，中

勾 14 - 1 6. 1 "C，下句 138.-14.1"C， 12月上匂 13. 1 - 1 3. 4 "cとなり，表荷水温が年

の最高を示す時期から漁切れ期の現象がみられ， 1 5"C前後に降混した時期に本終的な秋イカ漁

期を遡えた。

中心事号、場の推移をみると， 9月前半はRTtEr;二f寺区:こが吹きれていたが， 後竿から 10月申立

殆んど市山崎灼棒域に集中している。 11月も大きな変化がみられないが，漁場が南方に細長く

伸長し， Eh山崎~塩釜沿岸域にみられた。総体的にみて，秋イカ漁期にはぬ山崎周辺の沿岸域が，

最も利用度の高い漁場となった。

3. 標識放流

放流状況

放流月日 放

7月 13日

7月 14日

7月 18日

流 場 所 放流尾数

権現崎 NW/W15浬 200尾

権現崎 W 7浬 4 尾

鮫角EN E 2 1浬 4 9 ~犀

計 7 0 0尾!

再捕状況

放 νJ戸11; 0内叫 再捕月日 再 捕 場 所民陣主主コ
7月 13日 7月 23日 島 局 辺

今 8月 5日 上ノ国村汐吹神孟謹

イシ 8月 6R ~. 

7月 18日 7月 26日 八戸近海詳細不明
，-~ 

計 I 4尾

日本海権現崎沖で 7月中匂放流したスノレメイカの再捕結果からみれ同局地的には北海道西岸

に北上しているととが認められた。

4. 外捨長組成(第4. 5図)

初漁期，八戸近海漁場に出現したスルメイカの外桧長の分布は，13-23cmの範囲で，モー
ドは凡そ 19 cmとなっており，前年同期土りや』大型で，平年並と思われる。

秋苦手、期の 9月下句には外陰長範囲 18-23cmで，モード 21 c加であるが，漁期が進むにつれ

て，外陰長範囲が広まりモードも梅大の傾向を示し， 1 0月中旬22cm， 1 0月下街ト 11月下
句24cmとなっている。?月下匂のモード 21 cmは，前年並のものであるが，モード 24仰とな

った 10月下匂必降では，前年土り lcmほど大きく，平年並の体長を示した。
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5. 八戸近海におけるスルメイカ漁況の推移と特徴

夏イカの初穂、は，例年に較べて約半月近くの遅れをみせ，初漁期は全〈低調に経過しだ的 7月

上匂から下句， )，けて近年にない好漁を示し， 8月末日までの八戸港における総水科量は，20.147

トγとほ Y平年並の水準を保った。この期間の 1隻当り平均水揚量は 2.2トシで過去 5ヶ年の五均

を若干上担っており，夏イカ特に 7月における漁場来湯量は極めて多かったものと思われる。また，

7月下旬一時的ではあるが，漁場の中心が栂〈沿岸域に偏重して形成されたことは本年の特異点で

ある。一方， 8月中の北海道イカ(道東海域で操業，八戸港に搬入水揚されたイカ〕の水揚げは約

1 1. 7 0 0トン亡過去5ヶ年平均の 3.00 0トシを犬きく上廻る記録的な数量を示したととも本年の

特徴で，とれは道粛海域の好漁に起因しているものである。したがって. 8月の八戸近治イカの活費

4124ts?時併繋]1暑の低下に上ろもので;tl). とれは勾号11一隻当()漁獲量からも現知きれる。

一ーヲ，秋イカは， 2 O. 4 7 5トγの水揚景で，過去 5ヶ年の最低でホっそ。とれに反し，北海道

イカは 17.2 9 7トンを記録し，今まで最も多かった 37年の 15. 3 0 1トンを約 2.0 0 0トy上

廻り c 過去 5 ケイとの最高を示した。八戸~lÎi海に匁ける秋イカの不振の要因の一つ止して，環境条件

があげ t¥-h."'oi¥Fヨ正;毎のi寄宿民 ~ tl 弓上何後半よ i) 竣 ?r.:車産品:の不漁1JI)となり~ ~茶話雪期に 3えたる

1 1 月以降もイガ存議後E~'こ好適;引犬繁に反~)WJれなかったこと， したがってイカの南下接岸が，

青森県J21.i1:iに偏する傾向が強かつだものと必定される。

V 考察および問題点

1. 本謁査を5E:ヨするに2ちたってs 第?のfi提言は春=恥八戸近海に来7砕するスルメイカは，何処から来

るかという点であつだ。き J募でほ;会きの漁期， 潟、場の推移等から，太平洋南方水域上旬北上来浴す

るものと智、乏し，漁期~.~から初漁期にかげては，若手県沖まで車silfi を広(ヂ諮査を行った。

しかし， 7月旦 B-<9日函館市で開催されたえ Jレメイカ泡海況予報会議では，岩手，青森沖の夏

イカは， 日本海からキ需給きれたも乞-，~~大半で.長期市i洋経暖流によって太平洋に運ばれ， 6月初め

とれらの沿岸に現われるものとみている。

日本海からの補給については，否定するものはないが，ただ務員男前に仔イカが津軽暖流によって

岩手県南部まで運ばれるという推論でいくと， 日本海から忽軽i毎挟を通る賠期は，過去の海流瓶の

漂着結果からみて，少くとも 3-4月とみるのが妥当ではないかとすれば，この時期に本県西海岸

および津軽海峡陸央湾内の定置網に，仔イカの入綱があって土いと恩われる。ところがとれらの入

綱始期をみると，西海岸では 4月下句-5月上旬，平舘付近 5月上旬蟹回付近お土び大畑地先5

月中匂で，漂流通過予忽時期と実際の定置入綱時期との聞には除期的に若干のズνがありそうであ

るQ むしろ，漁期前に運ばれたとみる土り，初漁期に西海岸で一本釣で漁獲の対象となった群の移

動とみる方が強<， 6月29臼，尻矢崎WHW6浬で漁獲したイカは，太平洋側からの 瀞とみるよ

り，日本海からのものとみるのが適当と思われる。

2. 八戸近海の夏イカについて，太平洋系群の比重はどの程度か。先に述べたように太平洋南方水域

から北上来滋するであろうとみられる太平洋系群が存在し，この群が主体を占めるだろうと:限定し

ていた。岩手沖からの北上移動は明確であるが9 それ以南の状況は殆んど知られていない。房総~

常盤を一つのサークルとする群は存在するが，岩手~青森の群とは異ると云う説もあり，この点明

らかではないがもっと大きなすークノレをもっ沼滋群が存在するのではないかと忽像している。

系統群の解明は，今後の潟、況予報の精度の問題にもつながることであるので，関係機関の共同調

査体制の確立に土り，スルメイカ;@携生態の究明を急がなければならないと考えている。
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八戸近海漁場におけるスルメイカ外套長組成の変化

cm 

モード

28 X 39年のモード
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業契充ス lレメイカ漁業

住月 日11 6 月 5 日 I6 月 7 日 I6 月 8 日 I 6月?

置|階上 i黒崎 |閉伊崎 |尾崎
E B 浬 E/S 8.曜 IESE 12浬 NE 3 

位.

漁

水 深 108m 130m 

場 I 11 _._ n I ...a.... _n_  1........" ~ lIel16-l4oml自18-l3 om 1白18 -l3 5m 1自18-l15m
療業時間 11 至 ~;i~~;;;1 至 1 パ;~;;; I 至~ ~ i l' õ~ ~至20 -l 20m

=耳石- ~高弓

BC 

11.9 "CI 12.1 "Ci 13.7 "c 

水 110m 1 0‘5 2 ~ ! 。っ古今! 1 ，.ワ8，_;. ~). 5 J!シ 1 1.ι8ク 12.~ 7 ~ 

20m 1 0.0 1ク l 7る 1 ク ?8 ク i
5白血 可否せマ寸:百すす1ナ一-一ー五にケ万一ーヲす7寸 1 O. i 0万 1

温 75m ;::.51 <， I 9.99。 10.0 7 ~ 

況 100m 9.2 1 ~少 10.03ク 9.仁三j 1 O. 0 2 <シ

漁
函 数 。 。 。 。

獲
尾 数 。 。 B 。! 1尾

八濃
戸務

備
港と
に時

帰化
港の
fz 
め

投業・
申

止
。

考
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調査 40年度 /鉱 1

6月 23臼乙 6月 26日 6月 28日 7月 12日 7月 1"日 7月 17日 7月 18日

治 鮫角 鮫角 日本海小島 権現崎 尻矢崎 鮫角
S/E 5.5浬 ENE20.3浬 ENE 1 9.5謹 SSE 9.5濯 w B 浬 WNW 6浬 ENE 21浬

170m 144m 125m 245m 90m 110m 142m 

自18.{ 1 5m 自17l45m 自17晶15m 日17l10m 自18lo Om 自1811 5m 自 T山;~I杢19l 0 Om 至18l 0 Om 司王o3.{4 Om 宅0.3l25m 至2213 Om ヨi'5.0.2.{30m 宅21.{05m

BC BC BC BC G F F 

WNW 5 S E 5 8SW 2 WNW 2 8 E 4 E8E 2 

5 2 2 亙 4 

1 6。 19.0。 H.目。 140 

1，006mb 1.017mb 1，008mb 1，0 07mb 

5 5 4 5 

S SE 1.6K N E 0.7K 

13.9 '0 13.5 '0 16.0 '0 1 9.4 '0 21.2 '0 18.0 '0 10.3 '0 

13.22 "， 1 2.20 "， 1 3.61 "， 1 7.8 0 "， 20.08 "， 17.00 "， 1 5.22 "， 

1 2.98 "， 1 0.4 1 "， 1 4.59 "， 1 4.1 1 "， 20.22 "， 1 7.1 8 "， 1 5.20'" I 
12.58 "， 1 0.21 "， 6.70 "， 1 1.09。 17.50 "， 1 6.3 1 "， 1 2.9 7 ~シ

12. <1 6 "， 9.68 "， 7.79 "， 1 0.20 "， 1 6.30 "， 12.19'" 

1 0.8 1 "， 9.08'" 6.45'" 9.82'" 1 5.60 "， 1 1. 60 "， 

6.5函 26函 5函 5幅

3 4尾 3 6尾 41 4尾 1.430尾 1 65尾 5 尾 2.4 0 0尾
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東奥丸ス lレメ イ カ漁業

年 月 日 9月 12 日 9月 20 日 ?月 21 日 9月 22 日 ?月 23日 1 0月 2 日

位 置
白糠灯今 鮫角 鮫角 鮫角 塩釜灯台 白糠灯台
S SE 5浬 N E 17浬 N E 16.5浬 N 1 5浬 ESE 5淳一 SE/S 2.5覆

漁

水 深 3 5白血 110m 90m 65m 90m 
a 

90m 

場
操業時間

日22s. 0 Om 日16s.15m 自16s.20m 日1612 Om 自18s.08m 自16s.3 5m 
至22s.50m 宅18s.50m 号室17s.30m i5.2 2s.3 Om 宅22s.15m 予20s.30m

一一一
天 f侯 。 BC B B C B BC 

気

風向風力 SSE 2 WNW ι 内 S E 。日 S NNW 5 

波浪ウネリ 1 1 

気 湿 1 30 1 60 1 80 1 7。 180 150 

象

気 圧 1 0 18mb 101811lb 1日21mb 1021mb 1021mb 1021mb 

水 色 4 5 5 4 

海 汐流向

Om 21.6 'c 20.2 'c 21.2 'CI 2i. 6 'c 21.6 'c 2日.1 'c 

水 10m 19.8 。 25.031/ 2.4.0 今 2 O. 5 6 1/ 1 9.9 1 <少

20m 19‘8 ，タ 25.0 1/ 2 O. 28 <少 2 O. 4 1 1/ 19.201/ 

況 50m 1 7.8 1 ~シ 1日、501/ 19.90'" ! 19.881/ 1 8.62ク

温 75m 10.3 。 14.0 ク 1 7.4 2 1/ 1 6.2 5 1/ 

100m 7.7 4 1/ 

漁
函 数 1 1函 30函 。 。

獲
尾 数 25尾 550尾 、tも;~. 1.80 o.尾 。

備

I ーム一一一ー日一



調査 40年度 &; 2 

1 0月 7日 10月宇田 1 0月 11日 1 0月22日 1 0月 24日 10月 25日 10月 27日

鮫角灯台 中山崎 中山崎 出山崎 申山崎 中山崎 出山崎
S E .19浬 S，ノE 5浬 sノE d里 S/E 7.5浬 S/E 4.5浬 S/E 6浬 S/E 5f! 

155m 130m 130m 105m 95 .. 82m 140m 

自1611 5m 自17晶15m 自1711 5m 自17l45m 自1615 Om E17£10m 自1713 Om 
宅20l45m至22晶10m 受2211 5m 李21lo 5血 至。4l50m 2 2l 0 Om 至21s.. 0 5m 
R B C 。 BC 。 。 BC  

S E 5 s 5 w 5 N IwNW 2 SSW 2 N W 2 

5 5 2 1 1 5 1 

120 130 8。 1 0。 12.0。 12。

1010mb 1 01 6mb 1025mb 1 02 7mb 1029mb 1023mb 1021mb 

トー

19.6 '0 19.0 0"0 19.口0'0 18.10'0 18.10'0 18.80'0 UlJl Q'O 
18.9 0 ~ 18.50タ 18.3 0 ~ 1 7.58 ~ 1 7.ι2~ 17.9 9 ~ 18.00 4 

1 8.9 0 ~ 1 8.6日夕 1 8.3 0 ~ 1 7.5 5 ~ 1 7.60 ~ 1 7.8 1 ~ 1 8.1 0 ~ 

1 &2 0 ~ 18.5 0 ~ 1 8.日5~ 17.5 5 ~ 1 7.31 4 17.78 ~ 1 7.8目。

1 7.3 0 4 18.40 ~ 17.8 0 ~ 17.6 5 ~ 1 7.28 ~ 17.45 4 17.75 4 

1 6.1 5 4 18.3 5 ~ 1 7.6 0 ~ 17.5 0 ~ 1 7.70 ~ 

。 。 1 9函 A函 22函 。
。 。 1.045.尾 22日尾 990尾 E 14尾

5 5尾入 5 5尾入 4 5尾入

_....専一一、ん』 叩 h ← ヤ4
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東奥丸スルメイカ漁業

年 月 日 1 0月30日 11用 4日 1 1月 6日 12月128 1 1月13日 1 1月 17日

中s/山E崎6.5浬 鮫NをW角22浬
鮫角 中山崎 鮫角 中山崎

位 置 N W 15浬 S/E 7浬 NE/E19浬 s d里
漁

水 深 1 40血 88m 110m 92m 145m 45m 

場
自1711 om 自16l20m 自16l25m 自17l45m 自1U亀l5m 自17ll.f1m

提業時間 至。2l25m 至20l30m 至19l40m 司王2211 5m 至20l20m 至2111 5m 

天 侯 B BC  BC  。 。 s 
気

風向風力 s W S E N W 5 S W 4 WSW 3 I WNW 6 

波浪ウネ 9 2 1 5 5 3 

気 温 1 1。 9.00 5 。 1 5。
象

気 圧 1C28.b 1023mb 1026mb 1021mb 1022mb 1025mb 

水 色
ー・.唱』司 ===.:" --- I 

海 汐流向
ト一一

om 18.60'む 1 7.60 "C 1ス8日℃ 16.10"C 15.0 0"C ! 14. 4 0"C 

水 1 om 1 7.8 0+ 1 7.0 0 ~ 16.22+ 15.5 0 ~ 14.59 + 14.23 ~ 

20m 17.9040 1 7.2 0 ~ 16.3 0 ~ 1 5.6 0 + 15.1 0 + 14.20+ 

50m 17.654' 17.1 0 ~ 1 5.4 2 ~ 15.70 '" 1 4.25 '" 14.20'" 

況 温 7 5m 1 7.50'" 1 7.1 0 ~ 15.2 0 '" 15.65"， 14.20 ~ 

1 001Il 1 7，50+ 。 15.1 5 ~ 13.99 '" 

漁
函 数

獲 尾 数 1 8尾 1 0尾 1尾 30尾 1尾

備

考

.' 
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調査 40年度 /fr; 3 

11月18日 1 1月 228 1 1月23日 1 1月26日 11月29日 1 2月 2 8 1 2月 7日

鮫角
8中を山E崎 8浬 N鮫すE角23.5浬 S中会山E崎 ?浬

吉守 角 鮫 角
吋鮫W角25.5浬S E 19理 NNE 22浬 INiw 2曜、

155m 85m 82m 135m 210m 130m 135m 

白1611 5m 自15l40m 自15K3 5m 自1-5ls Om 自1Sl2 Om 自1612 Om 自16l40m
~04l55m 宅2日正 50m 至2311 Om 宅18l50m 宅 nl4Sm ~ oi35m 宅231..15m

B C C 。 R C C c 

WNW 3 w 5 w 2 N E 4 S E 2 S s w 2 

1 5 5 2 2 

5.50 5.50 90 

1029mb 1031mb 1029mb 1008mb 1018mb 1028mb 1019mb 

一←一一一 一←一一，

一一一ト一一一一一一一一一← 一 一

14.70"C 1 4.00 '0 14.10'0 13.80'0 13.30'0 1 3.1 0・c 13.40'0 

14“35<シ 14.20ク 14.0日夕 13.8 0 ~ 13.32タ 12.6目。 13.3 0 ~ 

1 4.4日夕 1 4.40 ~ 1 4.10 <シ 13.8日。 13.4日夕 1 2.9 2 ~ 13.30'" 

1 4.4 0 ~ 14.2目。 1 4.日目。 1 3.8 0 ~ 1 3.3 0ク 12.92 ~ 13.4 0 ~ 

14.4 2 <シ 1 4調 20~ 1 3.8 0 ~ 13.8日夕 1 3.2 6ク 12.8 0 ~ 13. 50 ~ 

14.30<シ 1 3.7ロク 13.1 7 -'; 12.72 -'; 13.4 4 ~ 

h去
1 1 3函 130函 8函 20函 33函 日

5.085属 5.85日尾 360尾 900尾 1.650尾 日

4 5尾入 4 5尾入 4 5尾入 4 5属入 4 S尾入 5 0尾入
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